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本研究の意義と目的を明示する 

従来，日本語教育で用いられてきた拍

を基準とした計測法では，学習者の L1

リズムが計測できなかった。そこで，

学習者の L1 や L2 リズム習得の変遷が

捉えられる計測法を検討する 

先行研究を読破し，日本語学習者のリズム

について明らかになっている点，明らかに

なっていない点をまとめる 

L１リズムの計測に適した計測法が明ら

かになったことにより，これまで明らか

でなかった韓国語のリズムの特徴を解明

することができる L1 リズムの 

解明により 

L2 リズムの 

習得過程が 

明らかになる 

３年間の習得結果から，習得

に関わる学習者要因（学習動

機，学習ストラテジー，知覚

学習スタイル，作動記憶容

量，ビリーフなど）を特定し，

リズム習得に及ぼす影響を

考察する 
本研究の総合的考察を行い，

得られた知見を踏まえて既存

の音声教材を分析するととも

に新しいリズム教育の考え方

を提案する 

3 年間にわたる 

縦断的調査の結果

から，KS の日本語

リズム習得過程を

解明する 


